
新潟県内の小児がん診療施設
• 新潟大学医歯学総合病院（類
型1-A）

• 新潟県立がんセンター新潟病
院（類型1-B）

• 上記2施設のみ
• 新潟市内に1.4kmの距離

Google mapより



新潟県内の小児がん診療体制
• 新潟県内および山形県庄内地方
の病院、クリニックより紹介

• 2施設間で病床を調整
• 離島、山間部など遠方からの搬
送はドクターヘリを使うことも

新潟大学小児科
関連施設

一般病院

新潟大学小児科HP、Google mapより

地域の基幹
病院

＊クリニック除く



新潟大学医歯学総合病院
施設認定
• 小児がん連携病院（類型1-A)
• 地域がん診療連携拠点病院
• がんゲノム医療拠点病院
• 血友病診療中核病院

中央診療施設
• 高度救命救急センター
• 総合周産期母子医療センター
• 小児がん医療センター
• 造血・免疫細胞療法センター



小児がん医療センター
小児科医
小児外科医 看護師

小児がん
相談員CLS

臨床心理士MSW

構成メンバー
2025年1月現在
・看護師3名
・CLS1名
・MSW1名



歯学部との連携

• 2010年から歯科医（歯科放射線科医）が口腔ケアに介入
• 当初は年長児中心であったが、現在では歯萌出前の乳児も含め
て化学療法症例では全例依頼している。

• 以前は口内炎が重症化したら歯科受診していたが、現在は状態
に余裕があれば化学療法前に、余裕がなくても初回の化学療法
開始後、骨髄抑制が始まる前に歯科受診している。

• 口腔ケア開始後は重症の口内炎が減り、オピオイド使用、中心
静脈栄養の頻度は明らかに減っている印象がある。



整形外科

脳神経
外科

歯科

産婦人科

耳鼻咽喉科

眼科

病理

放射線科

新潟県小児悪性腫瘍研究会
（キャンサーボード：固形腫瘍）

泌尿器科

小児科

• 1967年開始
• 毎月開催
• 症例検討のみならず学術
的検討も

• 地域の基幹病院からの参
加もあり

消化器
外科

小児外科

県内の全症例
を検討



がんセンターとの連携

小児外科：生検、根治術、
CVカテーテル挿入

集中治療

長期フォローアップ

サブスペシャリティー

大学病院 がんセンター

依頼

安定後、帰院

同一医師がLTFU外来担当

小児循環器、内分泌代謝、神経医師による出張外来



新潟大学脳研究所との連携

関東甲信越地域小児がん医療体制検討会の資料より

小児脳腫瘍の症例数は関東甲信越
地域で2番目に多い



院内学級
小学校・中学校

きょうだい

病院

原籍校

患者・家族

高校（県立・私立・通信）
・ 県・市教育委員会
・ 県・市難病相談支援センター
（小児慢性特定疾病児童自立支援員）

教育支援

smileの会（親の会）が作成した復学関連シート

自治体と連携し作成した
高校生教育支援資料



在宅医療

• 近年増加している
• 2025年3月現在、脳神経外科3名、
小児科2名（在宅看取り4名）

• 主治医がMSWに相談し、訪問看
護ステーション、訪問診療医を
個々に探している。

• 地域格差あり

小児がん患者への訪問診療施設

Google mapより



関東甲信越ブロック施設との連携
肝移植
• 成育医療研究センター
• 埼玉県立小児医療センター
• 自治医科大学

陽子線、重粒子線治療
• 筑波大学
• 放射線医学総合研究所

卵巣保存
• 聖マリアンナ医科大学

Google mapより
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